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2024. 9.25 三和区だより① ◇ 三和区だよりは、上越市ホームページ上でカラーでご覧になれます。 

  三和区の人口 男2,432人(-7人）女2,493人(-1人）合計4,925人(-8人）世帯数1,883(-1）※令和6年8月末現在（ ）は先月との比較                

≪小学校統合実行委員会からお知らせします ≫ ■教育・文化班 

 8月５日に第4回PTA組織検討会を開催し、PTAの役員選出方法等について協議しました。 

  現在、協議結果をPTA会員に周知し、意見を集約しているところです。 

≪100Kmマラソンのランナーを沿道で応援しましょう！ ≫ ■教育・文化班 

  10月13日（日）、えちご・くびき野100kmマラソンが開催され、1,977人のランナーが100kmと５０

kmのコースに分かれて走ります。（１００kmの部 1,444人、５０kmの部 533人） 

   三和区では、飲み物の提供や交通誘導など、延べ１10人のボランティア等が選手を支えます。なお、

三和区内の通過は100ｋｍのコースのみで、通過予想時刻は下記のとおりです。 

   皆さんの温かな声援と拍手でランナーを応援してください！ 

  ▼ 通過予想時刻（100kmの部） 

場 所 距 離 通過予想時刻 

広井～下広田～上広田～岡木 ８８km～９２km １２：２０～１７：３０ 

≪秋の全国交通安全運動を実施します≫ ■担当：総務班 

 わたるよ～！ 

  夕暮れの早まりと秋の行楽期が重なる時期に交通事故が多発します。 

   これらの事故防止を図るため、次の運動に取り組みましょう。 

▼運動期間 ・・・ ９月２１日（土） ～ ９月３０日（月） 

▼交通事故死ゼロを目指す日 ・・・  9 月３０日（月） 

▼スローガン 『 秋の道 ゆとりとマナーで 事故ゼロへ 』 

▼運動の重点  

   ①反射材用品等の着用推進や安全な横断方法の実践等による歩行者の交通事故防止 

      ＜新潟県重点＞ 横断歩行者の安全確保 ～渡るよサインの活用 ～ 

                                                   ※横断歩道付近の歩行者の動きには特に注意し、 

                                                              横断歩行者がいないことが明らかな場合を除き、 

                                                              横断歩道の手前で停止できるように減速し、横断 

                                       者がいる時は必ず横断歩道の直前で一時停止し 

                                       ましょう。 

  ②夕暮れ時以降の早めのライト点灯やハイビームの活用促進と飲酒運転等の根絶 

  ③自転車・特定小型原動機付自転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

   ※自転車ヘルメットは、安全性を示すマーク（SG、JCF、CEなど）の付いたへルメットを着用しましょう。 

▼三和区の街頭立哨 

  と き・・・ 9月24日（火）～9月30日（月） ７：１５～８：００ ※平日のみ 

  場所・・・ 里公小学校（丑町Ｔ字路）、大宮十字路、番町十字路、野十字路、上杉小学校（今保十字路）、 

                グループホーム三和あたごの園入口、西條機械店Ｔ字路、三和中学校前横断歩道 

新潟県交通安全マスコット 

  ルルちゃん♥ 



◇ 三和区だよりは、上越市ホームページ上でカラーでご覧になれます。 

問合せは、三和区総合事務所の各担当班へお願いします。（☎ 025-532-2323） 

2024. 9.25 三和区だより② 

■担当：地域振興班 

 今回は、農村の自然や暮らしの体験と民泊を通じて、地域振興に取り組まれて

いる『越後田舎体験さんわ連絡協議会』を紹介します。 

   市では、越後田舎体験推進協議会（事務局：上越観光コンベンション協会）が

窓口となり、平成11年から教育旅行を中心に「越後田舎体験事業」を実施してい

ます。上越市とその周辺地域の自然や暮らしを活かした『ほんもの体験』を提供

し、関東圏などの小・中学校や高等学校の団体旅行を中心に受入れています。  

 「ほんもの体験」には、田植えや稲刈り体験を始め、ブナ林トレッキングや海で貝殻拾いなどの「自然

体験」、笹寿司やそば打ちなどの「食体験」、ワラ細工や草木染などの「ものづくり体験」、民家に宿泊す

る「ホームステイ」など、多くのメニューがあります。 

   同推進協議会の依頼を受け、実際の受入れ先となる民泊家

庭や体験施設、インストラクターなどの手配は、各区の「地区協

議会」が担っています。このたび三和区の関係有志が結束し、６

月２８日に『越後田舎体験さんわ連絡協議会』を設立し、地区協

議会として活動を開始しました。現在、会員は1０名で農業を中

心とした各分野の指導者などで構成されています。 

   まだ設立して間もないですが、8月までに東京と大阪の中学

校６校から約９０人の生徒を受入れて、田植機による田植え、バ

インダーでの青刈り、夏野菜の収穫、かんぴょうやちまき作りな

どを行いました。また、９月には２泊3日で東京から約20人の中

学生を受入れ、JA倉庫での米の検査の視察やブドウ園での作

業体験などを提供しました。 

   会長の小林則子さんは、「三和区で田舎体験事業を行っていることを知っていただき、民泊はできな

いけど、お手伝いだけでもと興味を持たれた方はご連絡をいただきたい。」、「皆で三和区をPRして、都

会から子供たちやご家族に来ていただき、交流人口を増やしていきたい。」と意気込まれていました。 

 

『特集⑤』 三和区で頑張っている皆さんを紹介します❕ 

「越後田舎体験さんわ連絡協議会」では会員を募集しています！ 

 興味、関心のある方はお気軽にご連絡ください。  

▼連絡先  小林則子（錦） ☎ ０９０－５３４７－５６２８ 

なつかしいコンバインで青刈りの体験 

検査米を抜きとった穴を 
シールで塞ぐ作業を体験 

畑で採れたスイカを囲み 

みんなで休憩で～す ♡ 

サツマイモをたくさん 
掘り起こしました！ 


